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〈レポート〉農林水産業

主事研究員　多田忠義

ロシア産単板の禁輸が迫る国産材100％合板対応の設計
─ ロシアによるウクライナ侵攻が木材産業にもたらす課題（2） ─

17％しか占めない（第１図）。一見、禁輸の影
響は小さい印象を与えるが、その大部分を占
める単板は、日本における輸入単板量の８割
を占めるうえ、国内で製造される一部の合板
に用いることで強度等性能を確保する役割を
果たしている。そのため、当面、国内での合板
製品の供給不足、そして、この需要先である建
築物の工期に遅れが生じかねない状況にある。
ちなみに、同告示では、施行日前の契約に

基づいてする輸入については、施行日から３
か月を経過する日まで適用しないこととして
いるが、貿易統計によれば、22年４～５月にお

新型コロナウイルス感染症が引き起こした
社会経済の混乱により、日本では2021年の春
ごろから木材価格の上昇や輸入木材の調達困
難といったいわゆる「ウッドショック」に直
面した。この混乱に追い打ちをかけるように、
世界有数の木材生産・輸出国であるロシアが、
欧米諸国による経済制裁への報復措置として
木材の輸出を制限・禁止する措置を講じてい
る。ロシアによるウクライナ侵攻で生じた世界
の木材需給が混乱するなかで、日本において影
響が広がっている合板向け丸太や単板の輸入・
価格動向を分析し、木材産業の課題を考える。

1　単板の輸入量が急減
ロシア政府は、22年３月９日、政令第313号

「大統領令第100号を実施するための措置につ
いて」により、22年末まで、わが国を含む「非
友好国」に対して、チップ、丸太、単板を輸
出禁止とすることを決定した（第１表）。日本
政府も、同年４月19日、経済産業省告示第97
号を改正施行し、木材に関しては、同じ品目
の輸入を禁止した。
日本の木材輸入金額に占めるロシアの割合

は５％（21年実績、以下同じ）で、このうち禁輸
されている木材は、ロシアからの木材輸入額の

禁止対象【HSコード】 ロシアからの輸入実績（2021年）

チップ（針葉樹のもの）
【4401.21】 8万トン（13億円）

チップ（針葉樹以外）
【4401.22】 実績なし

丸太【4403】 3.6万㎥（9億円）

単板【4408】 24.4万㎥（85億円）※2mm厚で換算
資料  林野庁「ロシアによる『非友好国』に対する一部木材輸出禁止
について」　https://www.rinya.maff.go.jp/j/boutai/attach/
pdf/boueki-5.pdf（2022年6月23日最終確認）より作成

第1表　 ロシアおよび日本政府の禁輸対象木材

資料 財務省「貿易統計」より作成
（注） 輸入額と％は四捨五入の関係で合計と一致しない場合がある。

第1図　ロシアからの木材輸入額（2021年、HS44類）
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第2図 単板輸入量の推移
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けるロシアからの単板輸入は、皆無となった
（第２図）。ロシア産単板の性能を好んで輸入し
てきたため、他国の単板で直ちに代替できず、
単板輸入量は当面落ち込んだままとなろう。

2　合板向けの値上がりが続く国産丸太
ウッドショックとロシアのウクライナ侵攻

により、国産丸太価格は急激に上昇している
が、製材と合板向けでは、その動きが異なる。
まず、製材向け国産丸太価格は、ウッドショ
ックにより21年春から急上昇したが、同年夏
以降一服感が見られ、その後はほぼ同水準で
推移している（第３図）。徐々に製材や集成材
の輸入量が回復してきたことや、国産丸太の
生産量が増加し、供給が安定してきたことな
どが要因として挙げられる。
一方で、合板向け丸太の価格は、ウッドシ

ョックが認識され始めた21年春に緩やかな上
昇に転じ、ロシアがウクライナに侵攻した22
年２月に一段と上昇するなど、高騰が続いて
いる（前掲第３図）。主な原因は、時系列に従
って大きく３点を指摘できる。１点目は、ウ
ッドショックによって製材向け国産丸太の供
給量が増加したことにより合板工場も国産丸
太の集荷力を強化するために丸太買付価格を
上げたこと、２点目は、ロックダウンや国際
物流の混乱・遅延による合板製品の輸入量減
少による代替として国産合板の需要が徐々に

高まったこと、３点目は、ロシアのウクライ
ナ侵攻による単板輸入量の激減で合板供給が
不足すると見込まれていること、である。

3　 単純な輸入代替は困難、
国産材に合わせた設計の普及が必要
合板向け素材入荷量（丸太生産量）は、22年

１～４月に過去５年間で最も多く、輸入単板・
合板製品の不足分をまかなおうとする動きが
見られる。しかし、この生産量の多くはスギや
ヒノキであり、ロシア産単板の性能に近いとさ
れる国産カラマツの増産で代替することは容
易でない。なぜなら、ロシアからの単板輸入
量（直近３年：19～21年の平均、２mm厚、丸太換
算係数を0.618とした場合）である約40万㎥を確
保するには、年200～230万㎥ほどの国産カラ
マツ生産量を２割増産する必要があるからで
ある（第４図）。国内のカラマツの蓄積量は限ら
れており、生産拡大は容易でない。そもそも、
21年のスギやヒノキの生産量は増加した一方
で、カラマツは16年以降減少し続けており、国
産カラマツでの代替は短期的には困難である。
以上から、単板・合板不足を乗り切るために

は、国内に潤沢な蓄積があるスギやヒノキで合
板を製造し、国産材100％合板で施工できるよう
な建築設計を普及させることが必要であると
考える。また、輸入単板は乾燥済みの半製品で
あったことをふまえれば、国内の単板乾燥能力
を大幅に引き上げることも同時に求められる。

（ただ　ただよし）

資料 農林水産省「木材需給報告書」「木材価格統計」より作成
（注） 合板適材は、すぎ丸太、径18.0cm上、製材用素材は、すぎ中丸

太24.0～28.0cm。合板適材価格の範囲とは、岩手県、宮城県、
秋田県、石川県、京都府、鳥取県、島根県、熊本県のうち、公表され
た価格の上下限範囲を図示したものである。
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第3図 合板向け丸太価格の推移
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資料 農林水産省「木材需給報告書」「令和3年木材統計」
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第4図 需要先別カラマツ素材生産量の推移
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